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 要  旨 
 誘発脳波を入力インタフェースへと利用しようとする試みは、現在までにわず
かながら報告されているが、一過性の誘発脳波や、多くのノイズが含まれた誘発
脳波からは、確実に有用な特徴のみを抽出するのは不可能であろうと考えられて
いた。その中で、誘発脳波が周期性の視覚刺激に同期する現象を意思決定に利用
しようとする動きが現れた。それは、被験者に対しある一定周期の点滅刺激を複
数呈示し、呈示している数十秒の間に計測された誘発脳波より、どの周期の点滅
刺激を見ているかを判断するというものである。つまり、使用者に点滅刺激によ
って構成された項目選択画面を呈示し、使用者が選択したい項目の点滅刺激を見
ることで意思表示をするという考え方である。しかし、点滅刺激提示のためには
LEDなどを用いた専用の刺激装置が必要であり、ユーザインターフェースへの応用
を考えるには、不利な点が多かった。また、特徴抽出においてもスペクトルのみ
を用いた解析方法などが提案されるに止まっていた。 
そこで先行研究において、コンピュータのディスプレイを刺激装置とし、画面
上に点滅する図形を表示することが提案され、また、解析方法の面でも、誘発脳
波を効率的に抽出するAR差分同期加算法が提案されたりしてきた。この手法によ
りコンピュータ画面でも点滅を見ている状態と、見ていない状態との間に高確率
で差が現れる事を突き止めインタフェース実現の可能性を示唆することができ
た。しかし、この手法を用いても被験者によっては特徴抽出にムラがあるなど、
この手法のみで全ての被験者に対応する事ができないという問題がある。 
そこで本研究では、AR差分同期加算法以外に、デジタルフィルタによる脳波の
フィルタリングや線形予測モデルによるスペクトル推定、短時間中での同期加算
など、複数の解析手法による特徴抽出を試み、数種の側面から見た脳波の特徴的
変化を検討した。そして、AR差分同期加算法では特徴が抽出されにくい被験者に
おいても評価可能な手法の検討を行った。 
その結果、複数の解析手法を用いることで、一つの手法に固定した場合あまり
特徴抽出割合が高くない被験者でも、別の手法を用いれば特徴抽出割合を高くで
きることを示すことができた。また、30Hz以上をカットするフィルタでフィルタ
リングした脳波データにAR差分せず、通常の同期加算を行ったところ、フィルタ
リングしていない脳波データにAR差分同期加算法を適用した結果と似たような結
果が得られた。このことから、先行研究で提案されたAR差分同期加算法とは、高
周波成分をカットするという意味を強く持っていることがわかった。 
 
